
発信日：令和５年（2023年）11月16日（木）

つくば市記者会御中

■取材依頼 □周知依頼 □募集告知 □その他

発信元：つくば市 教育局 総合教育研究所

全２枚

つくば市では、教育大綱に示す「一人ひとりが幸せな人生を送ること」を実現す

るために、Society5.0時代の社会で活躍するために必要な力である「つくば21世

紀型能力」（※別紙参照）を育むことを目指しています。

この度、「つくば 21世紀型能力」の１つである、プレゼンテーション力の育成

や向上を図るため、プレゼンテーションコンテストを以下のとおり開催します。

【日時】 令和５年11月24日（金）13:30～16:00

【場所】 つくばカピオ ホール（竹園一丁目10番地１）

【発表者】 市内小中学校から募集し、教育局にて選考した13チーム

【発表内容】 ・学習を通して調べたことや学んだこと

・身近な社会課題に対する解決策

・よりよい学校や社会を創るための新たな提案

【取材方法】 取材をご希望の際は、11月22日（水）15:00までに、問合せ先まで

御連絡ください。

第21回つくば市プレゼンテーションコンテスト
を開催します



5つくばスタイル科で育成する「つくば21世紀型能力」

(1)6種 15の力で構成される「つくば21世紀型能力」

次の世代を担う子供たちが,これからの社会において求められる能力「21世紀型能力」を獲得
するための国連が提唱するSDGsを踏まえた教育が,世界各国において取り組まれるように

なつてきている。つくばスタイル科では,「21世紀型能力」を基盤として,児童生徒に身に付けさ
せたい力として「つくば21世紀型能力」を下 の4分類6種 15の力として整理E構築した。

分類 種 力 概念 (定義)

A
問題解決

1

客観的思考カ
主観を交えず,誰もが納得できるように,筋道を立てて
多面的に考えを進める力

2
問題発見力

あるべき姿と現状のギャップから問題を発見し,問題が
発生している真因を突き止める力

B
自己マネ
ジメント

1

自己認識力
自分の状況,感情,情動を知り,行動指針を形成 してい
く力

2
自立的修正力

依存・受け身から脱し,主体的に自分自身の力で,現】犬
を見直すカ

C
創造革新

1

創造力
過去の経験や知識を組み合わせて新しい考えを作り出す
カ

2

革新性
今までの方法,習慣などを改めて新しくしようとする意
欲やカ

Ⅱ

行動に関す
るスキル

D
相互作用

1

言語活用力
言語を用いて思考し,その思考した内容を正確に伝え合
う力

2
協働力

互いの不足を補い合い,よ さを生かし合つて課題を解決
していく力     ・

Ⅲ
手段・道具
を活用する
スキル

E
情報
ICT

1-1
情報活用実践力

課題や目的に応 じて必要な1膏報を主体的に収果半J断 口表
現処理・創造 し,発信伝達できる力

1-2
プログラミング

教育実践力

oプログラミング教材を適切に活用し,プログラムを作
成する力

oプログラミング的思考を用いて,課題や創造的な課題

を論理的に解決できる力

2-1
情報の科学的理
角罪カ

o情報手段やブログラミング及
科学的特性の理解と,情報活用
基礎的な理論や方法を理解する
o ICT機器の特性を知 り, 自
具として役立てる力

び情報セキユリテイ等の
を評価・改善するための
力         ′
らの課題解決のために道

2-2
プログラミング
教育の科学的理

角畢

o身近な生活でコンピュータが活用されていることや,

それらに意図した処理を行うプログラミングについての

基礎的な理論や方法を理解する力

3
情報化社会に参
画する態度

いる役割をI里角卒し1 情辛Rモ
責任について考え,望まし
うとする力
ングの働きをよりよい人生
る力

o情報や情報技術が果たして
ラルの必要性や情報に対する
い情報社会の創造に参画しよ
oコ ンピュータとプログラミ
や社会づくりに生かそうとす

Ⅳ

世界市民と

しての力

F
つくば市
民

1

地域や国際社会
への市民性

よりよい社会の実現のために,多様な人々とよき関係を
つくり,まわりの人と積極的に関わろうとする意欲や行
動力

2
キャリア設計力

自己のよさ
ての役割を
取り組もう

や可能性に気付く
果たし,将来設計
とする意欲やカ

とともに,社会の一
を達成するために主

員とし
体的に

2
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